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第 1回 4月 18日 富永茂樹 r60年代と 17世紀J
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までj
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1 B. NEVITT with M. McLUHAN，陥owas1Jゐ'rsbaDMcLuhan?， Toron加，Stoddart， 1994. 
2服部桂 fメディアの預言者一一マクルーハン再発見』慶済堂出版‘ 2001年、 155ページo
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5 Theαmplete Poems， ed.E.S~ DONNO， Pen伊 in.B∞ks，1972; pp.5U-51;αJSIiJ.opoh瓦op.
cit.， p.20; Understanding Me乙fia，critical ed~ byT. GoRDON， Co此eMadera， Gingko Press， 
2003， p.206.以下『メディアを理解する』からの引用はとの版を用いて U.Mと略記する。
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27アイゼンステイン『印刷革命』別宮貞徳監訳、みすず書房九 1987年、 99ペー ジ。
部 KennethBu磁a，l，s.nguage as a砂噛bolicAc，白ron:Essays on hife， Literature， and 








































30 U.M， Op. cit.， p.442. 
31 Marchand~-op..cit.， pp~40-4t. 
32“Foreword"飴 Unders臼nd白'gA必:1♂'cturesand Interηews， ed. by S. McLUHAN and D. 







































33匂lectronicRevolution: Revolution.ary Effects of'New Me必Ji'，.UJ:iders飽ndingMe，' op. cIlム
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1. 1960年代アメリカと f性革命j という記号
2.街頭光景の変容と実感の変質
3.光景の変化と不安、そして性革命












































53年刊行の『ヒト女性の性行動~ (注4)が、 1900年以前生まれの女性と、 1900年
代・ 1910年代・ 1920年代生まれの女性を比べると、前者の女性集団よりも後者で、
20代前半の婚前性交が2倍以上に増えているというデ…タを公表したとき、 f性革命j














































































が指摘する f性革命jは、やがて1993年には、 K.ホワイトによって f第一次性革命j
と名指される。(注11)20世紀初頭、世界同時的に生じた女叩男関係における変容で










































































































たo むしろ、戦前からの日本の性研究の f伝統j を引き継ぎ、医師・医学者や生物学
者が、そして、 f考現学J者が、こっのキンゼイ報告と連動しながら、 「研究j を行




























































しかし、 1960年代に10代であった、 1952年生まれの高取英には、 20年ほど前の小
説『青い山脈』はもはや時代と講離したものであゥた。(注19)彼は、 『青い山脈』
で示されている佐についての考えが「見合い結婚より恋愛結婚がすばらしいといった




























































































































































を試みてはいないふ 1956年出版のPitirmA. Sorokin著、 TheAmericanSex 
RevoJutionという著作が、 r Sex Revolu tionJという言葉を使っている。ただし内容
は未見。
注2: Beth Bailey，Sexin the Hea:rtlaJid.(Harvard Univ.Press)， 1999. 
注3: A. C. Kinser， Pomeroy， B.Wardell & P;H. G~bhard， Sexlla.l Beha'rtior 
in the HumanMale・ 1948 ( r人間に於ける男性の性行為Jアノレフレッド・ C.
キンゼ、イほか著、永井潜、安藤画一一訳、マコスモポリタン社.~ 1950年). 
注4: A. C. Kinsey， Pomcroy， B. Wardell，C. :E. Mariin & p.:r\H~Gebhar'd， 
Sexual BehavicJr iI1 the HumsnFeinale.1953 ( r人間女性における性行動j アノレ
フレッド C.キンゼ、イほか著、朝山新ーほか訳、コスモポリタン社、 1954年)
注5: Ira L. Reiss， Premarital Sexual Standards in AI1ierica. (Free Press)， 1960. 
表題を『アメリカにおける婚前の性的な基準』ぎ訳したが、 SexuaJStandards概念の
邦訳が何であるかまだ調べがついていない。一応ここでは f性的な基準よと仮にして
おく o これはDoubleStandardが通常 f二重基準j あるいは fこ重標準Jとされてい
ることからの援用でも'ある。
注6: Ira L. Reissr The Social Context of P:remarltal Sexual PermissiveIless. 
(Holt， Rinehart and Winstori)， 1967. 
. 25市
注7:Ira L. Reiss， How t1nd Why American Sex Standards Are Changi且g.InJohn
拡 Ga.gnon& William Simon (eds.)， The 8exual Scene. (2nd Ed.) (Transaction 
Books)， 1973， (1st Ed.1970)， pp. 49・63.
注8~: JohnH. Edwards(ed.l， Sex ar1d Socieのに (MarkhamPub!ishi.ng'Com.)， 
1972. 
注9: Winston Ehrmann，“Marital and Nonmarital Sexual Behavior." In H. T. 
Chtistensen (eι入H8.n:dbookof Marria.ge 8nd' the F8milJ九(RandMcNally & 
COmtahY)， 1964， pp.5B5-622~ 
注10: Willston Ehrmann， P.temsrita.l Daiing BehaTTior~(Henry Holt & Co.)， 
1959~ 
注11: Kevin Wnite， The First Sexilal llevolution : The Eme:rgence ()f Male 
Heterosexua.lity in Modern America. (NY Univ. Press)， 1993. 
注12; R. R.Bell &よ B.Chaskes， "Prel1arital Sexual EXterie'nee among Coeds， 
1958 atid 1968." Jour.na.lof Ml1rriage 811d the Family‘32， 1970， pp.81・84.
注13:H. T. Christensen & O.F. Gregg，“Changing Sex Norm in America and 
Scan({inavia/' JourJ1a.l of Ma.tl'iagea.nd the Famil;九32，1970，Pt'.616・627.
注14:上野千鶴子 f女性にとっての性の解放j 、上野千鶴子『女という快楽~ (勤草
書房)1986、pp.245 -269. {初出: Wジュ pスト増刊総合特集39号・女性の現在と
未来~ (有斐閣)1985 (原題 f女性にとって『性の解放Jとは何かJ) ) 
注15: Cate Haste， Rules ofDesire : Sex in J3ritainJ World ~予"ar 1 to the Presen t:.
(Vintage).， 2002~. (初版(Chatto&Windtts) ，.1992) 
注16: ÚJ 照風太郎『戦中派不戦日記~ (新装版講談社文庫)2002， 










注22:石坂洋次郎『山のかなたに.1J ~新潮文庫版) 1966. 















微生物学者ノレネ・デュボスは、 1965 年の時点において、 rw現代医学~(modern medicine) 
1と呼ばれているものの多くは、医学の新時代の幕開けなどというものであるよりはむしろ、
19世紀の科学の今日比結実したところのものであるのだjωubos1965:447)と記している。





















































































と私たちを導く O 次の言葉は 1994年にWHOが宣言した、一つの「あるべき正しい病態の







































































































なわち 1960年から 1996年までの fおよそ 40年j という時間の厚みにおいて負うべきも
のとされたのである。









































































































































































Dubos， R.， Ma.n Adapting， New Haven， London : Yale University Press， 1965 
S ・ソンタグ『隠轍としての病い/エイズとその隠喰』富山太佳夫訳、みすず書房、 1992




Koch， R.，“The fight against tuberculosis in the light of the e:xperience gained in the 
successful combat of other infectious disease人 TheBoston Medical and Surgical 
JOUl百alvol.GXLVno.5， 1901， pp109-115 
G"ドー マク f細菌感染の化学療法におけるその後の進歩についてJWノ}ベノレ賞講演 生
理学・医学 1937・ 1944~ 川喜田愛郎・渡辺格・塚田裕三編、講談社、 1984、 pp70-112





































































































































































































自己~(1971) W狂気と家族~ (1972).W経験の政治学j}(1973)、マメーュ F反蜘精神医学と
精神分析~ (1974)ミクーパ--w反精神医学~ (1974) W家族の死~ (1978)、ラプラン;シュ/
ポンタリス『精神分析用語辞典~ (1977)、ミン3フスキ← f生きられた時間~. (1972・73)、
テレンバッハ Fメランコリー~.(1978)など、精神医学上の重要な著作の翻訳が相次いで刊
行される(括弧内は翻訳の出版年)。また日本人の著作も、木村敏『分裂病の現象学~(1975) 



































































































































































































とが分かる ③それが学会や雑誌に発表される ④追試によって確認される ③製薬会社
が製剤化する ⑥使用が認可されて発売され、臨床の場で用いられる のような段階をた
15村上仁・笠原嘉・前田正典・西山昭夫 f精神分裂病における単数妄想についてJ(土井








































































17向精神薬の記述に関しては、 JeanDELAY; Pierre DENIKER， Methodes 
cbimiotherapiques en p弓ycmatrie:les ppuveaux medieaments psychotropes， Paris， 
M部son，1961 (秋元波留夫e栗原雅直訳r臨床精神薬理学J紀伊鹿屋書}吾、 1965年); Pierre 
DENiKER， Psyahopha:rmaco1ogie， Paris， P:resses universitaires de Frartce， 1966 (松関
芳隆・松i湾慶子訳『向精神薬の話一一精神薬理学入門J白水社、 1968年)~ Pierte PICHOT， 
Un siecle de psychia.trie， Le Plessis. RobiIlson， Synthelabo， 1996 (帯木蓬生・大西守『精
神医学の二十世紀J新潮社、1999年); Edward SHORTERt A History Of Psyehiatry: From 
The Era OfThe Asylqm To Tbi! Age OfProzac， New York， John Willey & Sons， 1997 (木
村定訳 f精神医学の歴史一一隔離の時代から薬物治療の時代まで』青土社、 1999年);上






































とえば 1940代の雑誌で、デュポン社は fよりよい生活のためによりよい化学物質をj と約










































































































































をもたらす物質(deadlyniateria1s) J (158)、f最も毒性の強い(mosttoxic) J (164)、f不吉な
















































































































































































































































( 1) (l)Dan Fagin， Marianne Lavelle and the Center for Public Integrity， 1bxic 
Deception: How the Chemical IndustlァManipulatesScience/l Bends tlie Law and 
Endangers 10ur He~lth (Maine: Common Course P Ress， 1999)， pp. 174・7
(2)具体的な記述については、以下を参照されたい。『沈黙の春』青樹築ー訳(新潮文庫、
1974) p.276， 55， 183，217， p.26， 282， 349， 212・3，170，76，207・8，p.34， 15， 222・3，74，225， 
32， 130， 64， p.58~9， 277 
(3) 具体的な記述は、以下に見られる。同書~ p.283， 306・7，317， 180， 318， p.260， 247， 
p.~37， 239・40，p.68， 270， 273， pp.120-1， p.131， 243-4 






(9) M，組合edE. Clynes & Nathan S. Klein，“Cyborgs and Space" (in Chris Hables 
Grayed.， The Cyborg Handbook [London: Routledge， 1995， pp.29-33] この論文は、
1960年9月のASTRONAUTICS誌から再録されJとものである。 p.29
(1 0) Ibid， op.cit吋 p.31
(1 1) Ibid， op.eIt.， p.31 
(1 2) JaI1e Gooda11， "An .Order ofPure Decision: Un-natura1 Selection in the Work 
of Stelarc and OrlaulI [in ed. by Mike Featherstone， Bo砂丘ゐdinaation(London: Sage 
Publication， 2000)]， p.163 
(1 3) Man金edE. Clynes & Nathan S. KIein，“Cyborgs and Space" ，pp.32・3
(1 4)ゴ}ドン・ラトリー・テイラ-w人間に未来はあるかJ](みすず書房， 1969，98)， p.136 
. 63・



























































































































































1957 I 1，412 
1958 I で 1，597
1959 I 1，764 
1960 ! 1，939 
1961 I 2，180 
1962、 2，526
1963 I 2，837 
19641 3，053 
1965 I、 3i771
1966 I 3，431 
























計画j のプロトタイプである経済企画庁の『新長期経済計画J(1957年)第 2部 f計画












実際は、 1956年から 1962ハ年のあいだに、一人当たりの牛乳 1乳製品消費量は 13.9k 












その前身「有限会社北海道製酪販売組合j が設立されたのは、 1925年 5月 17日o 組合
長理事は、宇都宮伯太郎、専務理事は黒海議議で、あるo 宇都宮と黒海は、両者とも酪農を













の毘指すべきユートピアであると信じた。 1932年 3月に f建国jされた f満洲国j もし


























































洲で北海道式の f有畜農業j を普及しようとして f循環農法j を唱えていた「満洲組jの
ひとりであった。 r循環農法j とは、化学肥料-の使用を拒否し、自然の循環のなかで農業
を営むことを目指すもので、有機農業の先駆的な試みとして位置づけられる。黒擦はまた、






































































































































1966年四月 31呂、中教審は f期待される人間像j と題された報告書を提出する。








































まずは、中間草案に付された f談話j、さらに読売新聞に書いた f人間像の探求J(1 
月間日付)という々記事ミまた三月には rlf期待される入間像Jについてj と題された
1 月日日付の小論を『文部時報~ 2~に、同じ丹には雑誌 r 自由J に私見 f期待される
人間像~J と題された必さな解説文が、それぞれ寄稿されている3。これらの文章の中
でやはり繰り返しはっきりと述べられているのは、 f硬化した徳留を教え込む危険jで





























然は f人間j にとってますます練遠なものとなりゆく c そう。科学技術は入間性の分
裂をもたらすのだ。だが、いまや f人間1は f技術的知性のなかに生きるj存在であ











































5 Siegried Kracauer， Angestellten. Aus aeJ11 neuesten Deutschlsnd， 








































とは、その代表者の一人シュルツの『教育の経済学価値~ (Theodore W.Schultz， The 
EconoIi1ic Value of EducatioD. 196.3)を見ても明らかであろう。Jと教育投資論につ

























量に還元し得るものとするj 見方にたいする fプロテスれを高坂は f下への超越j






ーズの著作を参照。 H.Stuart Hughes， Consciousness and Society---"-The 
Recρ'nstruc.tion of European Social Thought 1890・1930，Alfred A. Knopf， Inc， 
1958 (ステュアート・ヒューズ/生松敬三・荒川幾男訳『意識と社会一宮}ロッパ
社会J思想1890-'1930J1みすず)


























































































































































































































からである。だが f家庭とか社会とか呼ばれ、 εさでは国家とか呼ばれる組織j という
言い方が果たして可能だろうか。まrた f家庭とか社会とか国家j が fたとえば恋人j
や fあるいは友人j とともにあるような fわれとなんじj の関係から出発し、それを
複数化することによって成り立っているといえるのだろうか。そうであるとして、 fわ























まさに f家庭j というイメージは維持される Q
こうした奇妙な図式を彼が採用した理由、それはこの「家庭jが f愛情の体系j で
あり、その家庭を作り上げる夫婦と親子、兄弟姉妹の関係が f愛j によって結びつい


































































必要で、あると述べ、それゆえ f家には家の道徳j が必要となるのだと主張する'0 この







































































28高坂正顕『民族の哲学』岩波書応， 1942， pp.163"4. 強調は筆者。












































































30 W私見期待される人間像~ Op. cit.， pp. 153・5.
31 Ibid.， p.168. William H. Whyte， Jr.， The organization man， Simon and 






































































































































1960・61 1970・71 1980闘81 1990欄91 2000・01
大学αUTを除く) 214，700 637，000 804，400 1，108，456 1，307，693 
IUT 24，200 53，700 74，328 119，246 
STS 8，000 26，800 67，900 204，920 248，849 
CPGE 21，000 32，600 40，100 64，427 70，263 







合計 309，700 850，600 1，181，100 1，717，060 2，161，064 2，209，171 
(出典)MEN，RI呪peresstatistiques， 2003， :(>.1490 
※I U T : Institut universitaire de technologie. 技術短期大学部己制度上は大学に含まれて設寵されて
いる、 2年間の職業技術教育課程。修了者はDU T (diplome universitaire de technologie)を取得する。
S T S : Sections de techniciens superieurs. 上級技術者養成課程。リセ付設の2年間の職業技術教育
課程。 IUTと同レベルの短期高等教育機関。修了者はBTS(brevet de technicien sup紅白ur)を取得す
るγ














文「エリートからマスへの高等教育の移行に伴う諸問題j “Problemsin the transition 





















































て、その問に理工系学生を 2万人増ぞすというもので、あった。その内訳は国立 1万 1440























































集めてマ組織された f高等教育協会 Societepour fetude des questions .d' enseigneIi1ent 




















































































































































Ministere . deIa jeunesse， de尚dUcatI6nnationale et de la recherche~ [M E Nと略記〕
Reperes' et，references statistiquessur les enSeig7J.ements， 10.formatiQn et 1a 
.recherche (各年度版)[Reperes statistiques h:略記J. NotedïnformatiOI1~ 
文部省大臣官房調査課 wフランスの高等教育基本法』、 1968年。
Musselin Christine La 10ngue marcbe desunive.rsite's企-ancaises，Pa.ris: P:U.F.， 2001. 
Riesmari， David .and 'Christopher Jeneks， TheAcade1lic Revolution， Garden. CitYt N .Y. : 
Doubleda.y ， 1968-留弘正雄訳、『大学革命J、サイマノレ出版会、 1969年〔抄訳]。
Vasconcei1os， Ma.riaLe systeme educatif， Paris， LaDecouverte (Collections Reperes 






























































































































































































































このような《博物学の知》を担うテクストとして、梅棒忠夫著 r民族学博物館~ (1975 
年)ほかを読むことができるだろう。
たとえば f民族学研究博物館の構想J(1972年 『民族学博物館~ 47"64頁民所収)の
ような構想、はやがて、 f知識の集積装置jあるいは「情報蓄積装置Jとしての f文書館、図












































の装置が必要であることが繰り返し力説される。 f図書館j事や f文書館jや f博物館jはそ
のような装置であることを期待されている。それら一連の装置は、いわば「フローj と対
比される fAトックjとして、 f情報のながれjや fモノのながれjのなかから、いくつか
の f情報Jや fモノjを選択しつつ集積し、あるいは蓄積するなかで、 f知識Jを生み出す





ここにみられる、言葉や事物の fながれj とそれらの f集積jないしは f蓄積Jとの対比











































































































































































































































































































に、日本紡績業の復興の中間宮擦を 400万錘へと上方に修正した。そして 50年 6月 25
Rの朝鮮動乱を契機に、 6月27日には、 400万錘設備制限を撤廃した。 50年の 64万錘増










乱が終結するや、 52年には貿易縮小と価格の下落が生じた。 52年 3月から 3ヶ月の「第















下げ交渉を念頭に、これに必要な f互恵通商協定法 (ReciprocalTrade Agreement Act) J 
を延長するか否かを議論していた。この時点まではアメリカは、日本の戦後復興を支援す
る姿勢を維持していたといえる。実際に日本の対米綿製品輪出は 52年の 637万平方鶴か














































1956年末までに政府間交渉が進められーその結果、 57年 1月 16日に日本政府が対米
輸出調整措置を発表した。(1)底本綿製品の対米輸出総枠を 2億 3500万平方ヤード(綿
布 :1億 1300万平方ヤード、線二次製品:工億2200万平方ヤード)に限定する、 (2)綿




























































ドノレ過鵜 (58~6 年)と EECの成立 1958年の交換性の回復後に、ヨーロッパはドノレ
より金を選好しはじめた。 ドノレ平価切下げの雰囲気がかもし出されたからである。実際に












た。実際に世界貿易に占める各国の割合は、 55年に、アメリカ 28%、イギリス 19%、
EEC36%で、あったものが、 60年には、 24%、15%、43%へと変化した。そしてヨーロッ
パは輸出で獲得したドルを、 1 オンス ~35 ドルで、金に換える傾向にあった。先述したよ
























































































































































































































































(4) 61年 10月9日から 62年4月初日までに、国際綿製品長期協定 (LTA)が議論
されるが、そこで貿易の自由化の時期が明確化されるパき。
1961年sJJ:22日に日米二国間政府間交渉が東京で開始された。 19日本側jは、民間の要
議通りに九 62年度の割当枠の 30%増加を要求したが、 61年9月88に、決着をみた協定
は、前年比 7-8%増加にとどまった。 r政府にはわれわれのことが見えていなしV という
ことが回想されているように、 20日本綿業界の失望は大きかった。
霞際綿製品長期協定 {LTA}をめぐる綿製品委員会 ガットの綿製品委員会を中心に、留
際綿製品短期協定 (STA)後 (1962年9月)の長期協定 (LTA)が、 f第一回暫定綿製品
委員会J(61年 11月のガット 19回総会で承認され、暫定ではなくなる)を設けて検討さ


















起草委員会は、 61 年 1~ 月 11 日日22 日に会合がもたれた。 21ここでは、アメリカが貿












































































































































める、というもので、あったσ ただし f付属誉院の f特定レヴェルjより高い水準で輸入
制限を実施すること。そして磯入制限の実施後は、次年度ごとの輸入枠は5%ずつ引き上
げる、との内容であった。


















まとめにかえて ~国際綿製品長期協定 (LTA)の実施 10年間
1962年 10月から発効した国際綿製品長期協定 (LTA)に即して、 R米関の協定が締結
された。日本の輸出自主規制は、 63年 1}Jから協定に即して実施された。 57年からの日
米二国間協定は、国際綿製品長期協定 (LTA)の4条(任意協定による二国間協定〉に引
き継がれた。その後には協定の延長が取極められた。
63 年 I 月一~5 年 10 月 日米綿製品協定締結。 3年
66年 1月一67年 12月 日米綿製品暫定協定。 2年
68年 1月一70年 12}j 日米綿製品新協定。 3年
71年 1月一12月 日米綿製品協定暫定延長。 1年
72年 1月一73年9月山日米綿製品協定延長。 1年9カ月
73年 10月→74年9月 日米綿製品協定最終延長。 1年
日本の綿製品輸出は、 1962年に第二のピーク (57年に最初のピーク〉を迎えたが、これ



































































か? 三島は、なぜこのとき、つまり戦後 25年を経た、 60年代と 70年代のちょうど転
換点にあたるこのとき、自刃することになったのか?
最終的には自決を結果することになる、ある衝動が、三島iこ宿ったのはいつのことであ































































































































































































































































一元帥を惜じむJo毎日新聞の記事。 NHKによる離日生中継、 fさよなら、マ元帥j の連
































































































































































































































松本智津夫を連想、させるものがあるからだ'-fチj という音においで、そして f本j と
いう語において。
剛 152・

































1848年から 120年(W資本論~ 1867年から 100年) 資本主義的近代の進展
























⑦ 1959年に始まる歴史への関心の高まり 『日本の歴史~(59 年 1 月 -60 年 1 月、読売新
間社、12巻)、『世界の歴史J(60年8月-62年6月ミ筑摩書房、18巻)、『世界の歴史』
(60年 11J.I-62年 3月、中央公論社、16巻)、 r日本現代史体系Jl(60年 10月-63年 6
月、東洋経済新報社、8 巻〉、『自由民権期の研究~ (59年 5月・12月、有斐閣、4巻)、『近
代日本思想史講座J(59年 7月w未完、筑摩書房、8巻予定)、大塚久雄他編『西洋経済史
講座J(60'年 5 月 "62 年 4 月、岩波書皆、5 巻〉、『岩波講座日本歴史~ (62年 4月伽例
年 2 月、岩波書庖、23 巻)、『現代史資料~ (62年8月-80年2丹、みすず書房、45巻.)jlj 
巻1)など。また、この時期には産業構造の転換に伴って日本の産業史への関心も顕著
になる。『現代日本産業講座J}(59年 10月-60年 5月、岩波書倍、8巻)、地方史協議会




















































世界を研究対象にしていった時代であり、政治学でも GabrielA. Almonded.， .Tbe Pol 
itics (jf 1JevelopingAreas， 1960、D.E. Ap伽 TbePoliticsof Modernizal;ioI1， 1965、





Conrerence on M()der.n Japan (近代日本研究会議〉が組織され九1960年8月、安保改定反
対運動の直後に通称“:日米籍根会議"を開催。ここでホールは次ぎのような、近代化の規
準〈クライテリア)を挺起。
1。高度の都市化 201読み書き能力の普及 30高い個人所得 4。広汎な地理的・社会移動





































































































* * * 
































































































































































1982年度 1983年度 1984年度 1985年度
在庫水準 100 83.9 73.4 72.4 
粗利益率 25.9% 27.2% 28.6% 29.3% 























( Wわが安売り哲学~ ) 
1997年セブンイレブン・ジャパンはf第5次総合情報システムj構築に600億円を投資0
1998年年末からのお寅い物券と消費税還元セール。1999年 1月の中内社長退任。
「サプライチェーンマネジメンれからfディマンドチェーンマネジメントjへのシステ
ム革命を婆誇。本部指示体制jのダイエーの終駕。
TANPIN. KANNRIが意味する事態→ f発注は小売業の意志であるj
イトーョーカ堂のPOS(販売時点情報管理〉やEOS(電子発注システム)は、アメリカのサ
ウスランド社や米国最大のウェノレマートや世界第二位のヨ}ロッパのメトログループ
との提携は、情報システムや物流を含むロジスティツクシステムのノウハウを提供する
ものあり、日本の流通企業が「マネシュメントJから脱したことの象徴。
「偲!吉発想、jによるfマイクロマーチャンダイジングj
中内『流通革命は終わらない~ (2000子、日本経済新聞社〉
2001年 1月中内、臨時株主総会で完全引退へ。
-164・
